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フリード特集Ⅱ １

フリード特集Ⅱ 2

フリード特集Ⅱ 3

〈お詫びと訂正〉

自研センターニュース2017年6月号　
15頁下から8行目
誤：※LC500hはルーフガラスも高剛性接着剤が指定されている。
正：※LC500、LC500hはルーフガラスも高剛性接着剤が指定されている。
訂正しお詫び申し上げます。
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ボルト取付部 

 

 
 

ホンダ フリード（ＧＢ５系） 

フロントフェンダ脱着作業の紹介 
 

1. はじめに 

 今年 2 月に発刊した自研センターニュース 2 月号にて、新型フリード GB5 系と旧型車 GB3 系の構造比

較を紹介させていただきました。記事内では新型フリードにフロントコーナガラスが新たに設定された

ことを紹介していますが、これにより、フロントフェンダパネルの脱着作業方法に変更が生じています。 

今回、フロントフェンダパネル脱着作業を行い、特徴や注意点を確認しましたので紹介します。 

 

2. フロントフェンダパネルの取付方法 

 GB5 系のフロントフェンダパネルは右写真

赤丸印部に、ボルト 5本で車体に取付けられて

います。そのボルト以外にも、フロントコーナ

ガラスの内側にフロントフェンダクリップが

設置されており、フロントフェンダクリップに

フロントフェンダパネルの上部を差込む構造

が特徴的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロントフェンダクリップ フロントフェンダ上部の差込み部 

フリード特集Ⅱ 1 
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3. フロントフェンダパネルとフロントフェンダクリップの取付状態 

 取付状態が確認し易いようにフロントコーナガラスを取外した状態で、フロントフェンダパネルを取

付けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤矢印のようにフロントフェンダパネル上部の突起部をフロントフェンダクリップに差込む構造です。 

4. 脱着作業 

実際にフロントフェンダ脱着作業を行い、フロントコーナガラスとフロントフェンダクリップの作業

性への影響を確認しました。フロントフェンダパネルを取外すためには、事前にフロントバンパフェイ

スとヘッドライトを取外す必要があります。 

 

写真はフロントインナフェンダは取外しています 
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（1）取外し作業 

① 付属品 

フロントバンパサイドスペーサ、ウインドシールドガーニッシュの一部を取外します。ウ

インドシールドガーニッシュは右下写真のように、下部緑クリップ部（赤丸印部）がフロン

トフェンダパネルに取付いています。ウインドシールドガーニッシュのクリップ部は破損し

易いため、取外す際には注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② フロントフェンダパネル 

フロントフェンダパネルを取付けている 5本のボルトを取外します。 

先述した通り、フロントフェンダパネルの上部はフロントフェンダクリップに差込む構造

になっているため、取外す際に若干の抵抗があります。誤って隣接パネルに傷をつけないよ

うにフロントフェンダパネルを前方に移動させて取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロントフェンダクリップはフロントコーナガラスの内側のフロントアウトサイドパネル

に取付いており、フロントフェンダパネルが取付いた状態では外側から確認することができ

ません。そのため、前もって構造を把握していなければフロントフェンダパネルを変形させ

てしまう恐れがあり注意が必要です。 
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 フロントフェンダパネルを取外した状態です。 

（2）取付作業 

脱作業と逆の手順で取付けます。フロントフ

ェンダパネルをフロントフェンダクリップに差

込む際、力を入れ過ぎると勢いにまかせて、フ

ロントフェンダパネル上部がフロントアウトサ

イドパネルと干渉してしまう恐れがあるため、

フロントアウトサイドパネルにマスキング（赤

丸印部）を行うことがポイントです。また、ボ

ンネットにも干渉しないように注意します。 

 

 

① フロントフェンダパネル取付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 付属品の取付け 

ウインドシールドガーニッシュ、カウルサイドシール、インナフェンダを取付け、作業は

終了です。 

 

 このようにフロントコーナガラスを取外さずに作業を行うことができました。フロントフェンダクリ

ップは緩みや破損もなく再使用が可能でした。 
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中心をドリルで研削する 

（3）フロントフェンダクリップの取替え 

フロントフェンダクリップを取替える場合は、 

フロントコーナガラスを取外した後、フロント 

フェンダクリップを固定しているリベットをドリ

ルで研削し、取替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補給部品はリベットが取付いた状態で補給されます。 

 

（4）フロントフェンダブラケット 

フロントフェンダブラケットはフロントアウトサイドパネルにリベット 2 本で取付いており、これに

フロントフェンダパネルがボルトで取付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fr 

部品番号 91504-T5A-003（左右共通） 

ボデー側 

丸印部がボルトにより締結される 
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右上写真の赤丸印の部品は、新品のフロントフェンダパネルに取付いた状態で補給され、単品補給は

ありません。フロントフェンダブラケットに形状が似ていますが、フロントフェンダパネルの一部で

す。フロントフェンダブラケットを取替えるには、フロントフェンダパネルを取外した後、リベット

を研削し取替えます。 

 

5. おわりに 

 新型車の外観が一新されることと合わせて、パネル部品の取付構造が変わることがあり、それに伴い

脱着または取替作業のコツを掴むまで時間を要することがあります。ボデー修理書などの資料を参考に

して取付構造を正しく理解し、作業することが重要です。 

 

（研修部／忠見 英夫、技術開発部／小林 寛明） 

  

フロントフェンダブラケット 拡大 フロントフェンダパネルの一部 
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ホンダ フリード(ＧＢ５) 

前部損傷の復元修理 
1. はじめに 

車両の損傷範囲は加わる衝撃力が大きくなると、外板パネルや外装部品に止まらず、内板骨格部位や

メカニカル部品にまで波及し、広範囲に及びます。 

今回は、1時方向からの入力を受けたホンダ フリード(GB5)の前部損傷修理事例を紹介します。 

修理のポイントは、5.(1)の右フロントサイドフレーム COMP からアウトリガ部を除いた前側の作業を

実施したことです。 

 

2. 損傷状況 

(1) 外板パネル                 (2) 内板骨格パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 時方向からの入力により、フロントバンパ

フェイス、フロントグリル、右ヘッドライト、

ボンネットが損傷しています。 

① フロントバルクヘッド右側が損傷していま

す。 

フロントグリル 

フロントバンパフェイス 

フロントバルクヘッド 

③ 右フロントダンパハウジング、右フロントサ

イドフレームのサイドフレームガセットプレ

ートより後側には著しい損傷は見られません。 

② 右フロントサイドフレームの右フロントサ

イドフレームガセット前側まで激しく損傷し

ています。 

ボンネット 

右ヘッドライト 

右サイドフレーム 

ガセットプレート 

右フロントサイドフレーム 

右フロントサイド 

フレームガセット 

右フロントサイドフレーム 右フロントダンパ 

ハウジング 

ガセットプレート 

フリード特集Ⅱ 2 
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3. 基本修正作業 

(1) ボテーフレーム修正機への車両取付け      (2) 寸法復元作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 溶接部品の取外し作業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 右フロントサイドフレームを取外します。

右フロントダンパハウジングは寸法移動の

みの損傷だったため、再利用しました。 

 骨格全体を修正するため、フロントバンパビ

ームと右フロントサイドフレームにチェーン

を掛け 1時方向へ引き作業を行いました。 

(1) 左右のフロントサイドフレーム共に寸法修

正が完了したので、右フロントサイドフレー

ムを取外すため、粗切作業を行いました。 

1 時方向への引き作業 

 コーレック(床式・フロアタイプ)を用い

て、計測の結果と変形の程度を考慮して 4

点固定としました。 
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5. 溶接部品の取付作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. おわりに 

今回は、右フロントダンパハウジング、右フロントサイドフレームのサイドフレームガセットプレ

ートより後側には著しい損傷は見られませんでしたが、右フロントサイドフレーム前側の半裁設定が

なかったため、右フロントサイドフレーム一体で取外す作業方法を採用しました。 

実際の修理にあたっては、カーメーカ発行の修理書などの内容をご理解の上、作業を行ってくださ

い。 

（技術調査部／水上 聡） 

(2)フロントバルクヘッドなどの関連部品を取

付けて計測しながら、右サイドフレームの

取付位置を合わせました。 

(1)補給部品のフロントサイドフレーム COMP よ

り、アウトリガ部を取外して右フロントサイ

ドフレーム前側を使用しました。 
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ホンダ フリード(ＧＢ５) 

後部損傷の復元修理 
1. はじめに 

次に、ホンダ フリード(GB5)の後部損傷の修理事例を紹介します。 

修理のポイントは、5.(2)、(3)の損傷状況に応じたリヤフレームアッパスチフナ、リヤフロアエンド

パネルの半裁作業です。 

 

2. 損傷状況 

(1) 外板パネル                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 内板骨格パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 6 時方向からの入力により、リヤバンパフェ

イス、テールゲートが損傷しています。 

② リヤパネル、リヤピラーロワガター、リヤ

アウトサイドパネルが損傷しています。 

テールゲート 

リヤバンパフェイス 

リヤピラーロワガター 

② リヤフロアエンドパネル後端部、左リヤフレ

ームエンドガセットが損傷しています。 

① リヤパネル、リヤフロアエンドクロスメンバ

が損傷しています。 

リヤフロアエンドパネル リヤフロアエンドクロスメンバ 

左リヤフレーム 

エンドガセット 

リヤアウトサイドパネル 

リヤパネル 

リヤパネル 

フリード特集Ⅱ 3 
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3. 基本修正作業 

(1) ボテーフレーム修正機への車両取付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 寸法復元作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①骨格全体を修正するため、リヤパネルと左

リヤピラーロアガターにクランプを取付け、6

時方向への引き作業を行いました。 

6 時方向への引き作業 

 コーレック(床式・フロアタイプ)を用いて、

計測の結果と変形の程度を考慮して 4点固定

としました。 

②寸法復元作業により、左リヤアウトサイド

パネル下部の歪が修復できました。 

④ 左リヤフレーム B が損傷しています。 ③左リヤフレームエンドガセット(B)、左リヤ

フレームアッパスチフナ後端部が損傷してい

ます。 

リヤフレーム 

アッパスチフナ 

左リヤフレーム 

エンドガセット(B) 

左リヤフレーム B 
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4. 溶接部品の取外し作業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 溶接部品の取付作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 左リヤフレームアッパスチフナを粗切り

し、左リヤフレーム B を取外しました。 

(1) リヤパネル、リヤフロアエンドクロスメン

バを取外し、リヤフロアエンドパネルを粗切

りしました。 

(1) 左リヤフレーム B、左リヤフレームエンド

ガセット(B）、左リヤフレームエンドガセット

を取付けました。 

(2) 左リヤフレームアッパスチフナも取付け

ますが、今回は損傷範囲が小さいので黄色

線の位置で半裁しました。 

(3) リヤフロアエンドパネルも今回は、損傷

範囲が小さいので黄色線の位置で半裁し

ました。 

左リヤフレーム 

エンドガセット(B) 

左リヤフレーム 

エンドガセット 

(4) リヤフロアエンドクロスメンバは、リヤ

フロアクロスメンバより取外して使用し

ました。 

リヤフロアエンドクロスメンバ 

半裁位置 

半裁位置 

左リヤフレーム B 

リヤフロア 

クロスメンバ 



14  自研センターニュース 2017 年 7 月号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. おわりに 

ボデー整備書では全ての事象に対応するのは困難なため、全ての修理方法が掲載されているわけで

はありませんが、実際の修理にあたっては、カーメーカ発行のボデー整備書の内容をよく理解し、記

載されている禁止事項などの指示を守りながら作業する必要があります。 

ボデー整備書では、今回のようなリヤフレームアッパスチフナやリヤフロアエンドパネルの損傷範

囲が小さい場合の修理方法については記載例がありませんでした。そこで、ボデー整備書の「高張力

鋼板における注意事項の記載内容」に記載された内容を逸脱しないよう工夫して、損傷状況に応じた

半裁の方法を検討して実施しました。 

実際の修理にあたっては、カーメーカ発行の「ホンダ フリード（GB3 系、GB5 系） ボデー整備書 」

の内容をご理解の上、作業を行ってください。 

 

（技術調査部／水上 聡） 

 

 

 

(8)バックドアなどの関連部品を取付けて、建

付けを確認します。 

(5) 半裁したリヤフレームアッパスチフナ、

左リヤフレーム B を取付けました。 

リヤフレームアッパスチフナ 

左リヤフレーム B 

(6) 半裁したリヤフロアエンドパネルを、ス

ポットおよびプラグ溶接で取付けました。 

(7) リヤパネルを取付けます。 
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続・JKC 調査研究レポート ⑥ 
  

 
「極低速衝突実験（その４）」 

 

自研センターで実施している調査研究を紹介する「続・JKC 調査研究レポート」の第 4 弾です。 

新たに実施した極低速衝突実験の結果を報告します。 
 

1. 今回実施した実験内容 

自研センターニュース 441, 442 号（2012 年 6, 7 月）では、有効衝突速度 3km/h 前後での平面バリア

衝突実験 8 件、および車対車フルラップ追突実験 1 件を実施し、445 号（2012 年 10 月号）では、さら

に低い有効衝突速度 1.6～1.7 km/h での車対車フルラップ追突実験２件を実施して、その結果を報告しま

した（有効衝突速度については、自研センターニュース 435 号に説明がありますので、参考にしてくだ

さい）。 

今回、リヤバンパにステップ（踏み台）が組み込まれているという、これまでとは異なるバンパ構造

の車両を実験対象とし、その「車体の損傷状態と有効衝突速度の関係」を明らかにすることを目的とし

て、車体リヤ部の平面バリアへのフルラップ衝突実験（有効衝突速度 4.1 km/h）を実施しました。 

 

2. 実験車両のバンパ構造 

下図は「バリア衝突実験写真集 第 3 版（2011 年 5 月：株式会社自研センター）」から引用したバン

パの取付構造の分類表です。近年の自動車のバンパを構造的にみると、下図のように分類することがで

きます。 

 

 

一方、今回の実験車両のリヤバンパは、右図のように、

リヤバンパカバーの中央部にステップ（踏み台）が組み

込まれている構造であり、このような構造のバンパに関

する低速の衝突実験は過去に実施していませんでした。 

 

3. 結果 

次ページに、衝突実験による実験車両のリヤ部の損傷状態を示します。 

本報告が、事故状況を正しく把握するための一助となれば幸いです。 

 

（自研センター講師・博士（工学）／藤田 光伸、研修部／伊藤 秀孝） 

クラッシュボックス

リインホースメント

エネルギアブソーバ

フロントサイドメンバフロントサイドメンバ

フロントサイドメンバ

リインホースメント

クラッシュ
ボックス

リインホースメント
タイプⅠ タイプⅡ

リインホースメント

クラッシュ
ボックス

エネルギアブソーバ

フロントサイドメンバ

クラッシュボックス

①車体直接支持

②クラッシュボックス

③リインホースメント

④リインホースメント
　 エネルギアブソーバ

⑤リインホースメント
　 クラッシュボックス

⑥リインホースメント
　 クラッシュボックス
　エネルギアブソーバ

フロントバンパ構造

①車体直接支持

②エネルギアブソーバ

③クラッシュボックス

④リインホースメント
　

⑤クラッシュボックス
　エネルギアブソーバ

⑥クラッシュボックス
　 リインホースメント

⑦クラッシュボックス
　 リインホースメント
　 エネルギアブソーバ

リヤバンパ構造

エネルギアブソーバエネルギアブソーバ

車体直接支持

ボデー

クラッシュボックス

リインホースメント

ボデー

リインホースメント

ボデー

クラッシュボックス

リインホースメント

エネルギアブソーバ
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(Ａ) 有効衝突速度 ４.１ km/h 平面バリア（リヤ） 
 

車 名 ：NV350 ｷｬﾗﾊﾞﾝ バリアショット形態 
型 式 ：VR2E26  

年 式  ：H26/4 
車両重量 ：1,840 kg 
衝突速度 ：4.1 km/h 
ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝ ：OFF 
ｼﾌﾄｷﾞﾔ ：N 
制動なし 
バンパ構造：ｽﾃｯﾌﾟ付 

 
 

主な損傷部位 

･ Rr ﾊﾞﾝﾊﾟｶﾊﾞｰ中央部が変形 

･ ﾊﾞｯｸﾄﾞｱ右側下部がｲﾝﾅﾊﾟﾈﾙまで変形 

･ Rr ﾊﾞﾝﾊﾟｾﾝﾀﾌﾞﾗｹｯﾄ、ｱｳﾀ/ｲﾝﾅﾃｰﾙｸﾛｽﾒﾝﾊﾞが変形 

･ その他の部位の損傷なし  

  

  

  

ステップ付 
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輸入車インフォメーション 
 

 

アウディ Q3(8UCZD)の 

フロント・リヤ構造について 
 

 アウディ Q3 1.4 TFSI のフロントおよびリヤ構造について紹介します。 

 なお、2017 年 2 月発刊の構造調査シリーズ №J-781「アウディ Q3 8UCZD」に今回の情報を含め詳

細を掲載していますので、是非ご利用ください。 

  

 

エンジンルーム概要 

CZD 直列４気筒 DOHC インタクーラ付ターボチャージャ（1,394cc）仕様エンジン 

  

リザーバ 

エアクリーナ 

ブレーキフルード用リザーバ 

バッテリカバー 

エンジン 

マウンティング 

エアバッグクラッシュセンサ 

カバー 

ウォッシャタンク 

バルブ 
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 フロントバンパカバー取外し状態 サイドリインホースメント取外し状態 

サイドリインホースメント 

 

エアコンコンデンサ 

 フロントバンパカバー、サイドリインホースメント 

【フロントバンパカバー】 

・補給部品は未塗装（プラサフ済）。 

・材質は PP-EPDM-TV10（ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ-EPDM ｺﾞﾑ-TV10）。 

セカンドラジエータ 

ブラケット 

サポート 

サイドリインホースメント 

クーリングエアグリル 

外気温度センサ 

フロントバンパカバー 

ストライカプレート 

フォームフィラピース 

シグナルホーン 

ハイトーン 

ライセンスプレート 

ブラケット 

フロントスポイラ 

エアダクト 

エンドプレートロア 

バンパカバー 

バンパハーネス 

ラジエータグリル 

ステッカ 

‘ＣＡＵＴＩＯＮ’ 

カバー 

シグナルホーン 

ロートーン 



 自研センターニュース 2017 年 7 月号  19 

 

  

ラジエータ 

エアコンコンデンサ､セカンドラジエータ、ラジエータ 

取外し状態 エアコンコンデンサ 

エアコンコンデンサ 

シール 
シーリングストリップセンタ 

ラジエータ 

ウォータホース 

ウォータホース 
デュアルファンカウル 

ロックピン 

電動ファン 

ラバーブッシュアッパ 

ラバーブッシュロア 

ロックキャリア取外し状態 

サポートロア 

ボーデンケーブル 

センタ 

エアバッグクラッシュセンサ フック 

インテークエアダクト 

カバー 

インテークエアダクト 

サポートアッパ 

ウォータパイプ 

バルブ 

ロックキャリア 

エアダクト 

ロックキャリア 

セカンドラジエータ 

セカンドラジエータ 

電動ファンコントロールユニット 

電動ファン サーモスタット用サポート 

【ロックキャリア】 

・材質は樹脂およびスチール製。 

・材質は PA6-GF30（ﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞ-ｶﾞﾗｽ繊維）。 

ロックキャリアのスチール使用部位 
裏側 
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エンジン取付状態 

下側 

左側フロントフェンダ取外し状態 右側フロントフェンダ取外し状態 

シグナルホーンハイトーン 

シグナルホーンロートーン 

ウォッシャタンク 

エンジン取外し状態（上側） 

ギヤボックス 

マウンティング 

サウンドアブソーバ 

クロスパネル 

ウォッシャタンク 

ＥＣＵ付き 

ＡＢＳユニット シフトメカニズム 

リッドロックケーブル 

エンジンルーム用 

セントラル 

エレクトロニクス 

エンジンマウンティング 

ヒートシールド 

ガソリンエンジンＥＣＵ 

ケーブルガイド 

サイドメンバ 

エアコンホース（フルードコンテナ 

＞エキスパンションバルブ） 

エアコンホース（コンプレッサ 

＞エバポレータ） 

カバー 

フューエルパイプ１セット 

レインチャンネル 

リテーニングプレート 

コネクティングピース 

ラムダプローブ 
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エンジン取外し状態（下側） 

フロントサイドメンバ 

←フロント 

ｔ＝板厚（㎜） ｔ＝板厚（㎜） 

クロスメンバ 

カバープレート 

ｔ＝1.7 

サイドメンバサブパート 

サイドメンバアッパ 

ホイールハウジング 

＊バッファマウンティング 

＊サイドメンバサブパート 

左側 

エンジンマウントブラケット 

ｔ＝1.8 

ウォッシャタンク 

バキュームパイプ 

ブレーキパイプカバー 

トンネルヒートシールドフロント 

エアコンホース（コンプレッサ 

＞エバポレータ） 

エアコンホース（フルードコンテナ 

＞エキスパンションバルブ） 

エンジンルーム 

ハーネス 

フロント↘ 

＊クロスメンバ 

カバープレート 

ホイールハウジング 

＊ギヤボックスブラケット 

リッププレートウォータボックス 

＊サイドメンバフロント（Assy）と一体補給の部品 

ホイールハウジングサイドメンバインナ 

＊サイドメンバサブパート 

＊バッファマウンティング 

＊サイドメンバフロント（Assy）と一体補給の部品 

＊クロスメンバ 

カバープレート 

右側 

クロスメンバカバープレート取外し状態 

バッファマウンティングｔ＝3.2 

ｔ＝2.5 

ギヤボックスブラケットｔ＝2.0 

遮音プレートｔ＝1.4 

サイドメンバサブパート 

不等厚鋼板（境界） 

ｔ＝3.0 ｔ＝2.4 

クロスメンバカバープレート取外し状態 

クロスメンバ 

カバープレート 

ｔ＝1.7 

バッファマウンティングｔ＝3.2 

サイドメンバサブパート 遮音プレートｔ＝2.1 

サイドメンバサブパート 

不等厚鋼板（境界） 

ｔ＝3.0 ｔ＝2.4 



22  自研センターニュース 2017 年 7 月号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リヤバンパカバー取付状態 リヤバンパカバー取外し状態 

バンパブラケット 

 

リヤバンパカバー構成部品 

バンパブラケット 

バンパハーネス 

フォームフィラピース 

リヤバンパカバー 

バンパテールライト 

スポイラ 

【リヤバンパカバー】 

・補給部品は未塗装（プラサフ済）。 

・材質は PP-EPDM-TV10（ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ-EPDM ｺﾞﾑ）。 
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輸入車インフォメーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リヤバンパカバー取外しの際、取外す部品 

トレイボックス 
ラゲージルーム 

フロアカバーリヤ 

ラゲージルーム 

トリム用カバー 

リヤクロスパネル用トリム 
ジャッキリテーナ 

プラグ 

ホイールカバーリヤ（両側） 

ミドルサイレンサ、リヤサイレンサ取外し状態 ミドルサイレンサ、リヤサイレンサ構成部品 

リテーニングブラケット 

トンネルリイン 

ホースメント 

デュアルクリップ 
リテーニングブラケット 

デュアルクリップ 

リテーニングリング 

ミドルサイレンサ 

リヤサイレンサ 

リヤリッド構成部品 

リヤリッドトリムパネルアッパ 

ワーニングトライアングル 
テールライトカバー 

テールライト フラップロック用電動式ボタン 

リヤリッドトリムパネルロア 

リヤリッドスポイラ 

サイド（貼付け） 

リヤリッド 

スポイラ 

アンテナ 

ブースタアッパ 

カバー 

フラップロック用 

電動式ボタン 
ＬＥＤライセンス 

プレートライト 

フラップロック 

ワイパアーム 

ワイパモータ 

アジャスタブル 

バッファ 

※１：ＡＵＤＩエンブレム（貼付け） 

※２：インスクリプションＱ３（貼付け） 

※３：インスクリプションＴＦＳＩ（貼付け） 

※４：ライセンスプレートトリム（貼付け） 

【リヤリッド】 

・リヤリッドはアルミ製。 

・スポイラの補給部品は未塗装（プラサフ済）。 

・スポイラの材質はPP+EPDM TV10（ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ+EPDMｺﾞﾑ TV10）。 

※１ 
※２ 

※４ ※３ 

アンテナ 

ブースタロア アンテナ 

ブースタロア 

ボールピン（両側） 

プラグ 

エキゾーストテール 

パイプ用トリム１セット 
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フューエルタンク取外し状態 フューエルタンク構成部品 

フューエルサプライモジュール 

Ｏリング 

コントロールユニットホルダ 

ブリーザ 

チューブ 

ヒートシールドプレート ブリーザライン 

ストラップ 

フューエルフィルタ 

ユニオンナット 

リヤサスペンション（一体） リヤサスペンション取外し状態 

アンダボディ 

トリムリヤ 

セルフレベリング 

センサ 

リヤサスペンション構成部品 
スプラッシュシールド 

ブレーキディスク 

ブレーキディスク 

キャリパハウジング 

ホイールベアリングハウジング 

ガスショックアブソーバ 

スピード 

センサ 

パッキングアッパ ショックアブソーバ 

マウントアッパ 

プロテクトチューブ 

※１ 

コイル 

スプリング 

トレイリング 

アーム 

カップリングロッド 

ストップバッファ 

プロテクトキャップ 

キャップ 

ホイールベアリング 

※２ 
※３ 

※４ 

※６ 

※５ 

※７ 

※１：スプリングプレートロア 

※２：トラックコントロールアームアッパ 

※３：スピードセンサ用ハーネスブラケット 

※４：タイロッド 

※５：ブラケット 

※６：ブラケットカバーキャップ 

※７：トラックコントロールアームロア 

フューエルタンク ブリーザライン 

フューエルタンク 

リテーニング 

ストラップ付き 

キャップ 
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（指数部／小林さと美） 

 

  

サイドパネルサブパートリヤ、リヤクロスパネル、クロスパネルリインホース取付状態 

リヤクロスパネル、クロスパネルリインホース取外し状態 

ブーツフロアプレート取付状態 

リヤクロスパネル取外し状態 

サイドメンバリヤ 

サイドパネルサブパートリヤ 

ブーツフロアプレート 

ボデーマウンティング 

ｔ＝1.3 

リヤクロスパネル 

クロスパネルリインホース 

クロスパネルリインホース 

右側 

ｔ=板厚(mm) 
サイドメンバサブパート 

ｔ=1.8 

サイドメンバ用クロスパネル 

ｔ=2.7 
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 一般提案制度にて、年間を通じ 1442 件のご応募をいただきました（昨年度は 984 件）。損害調査業務の

第一線でご活躍されている皆様からのご提案を多数お寄せいただき、誠に有難うございました。社内委員会

での審査の結果、以下のご提案を表彰させていただくこととなりました。本年度も引き続き「一般提案」の

募集を行っておりますので、損害調査業務の中で得た貴重な「気づき」に基づいたご提案を、奮ってご応募

いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

  

トヨタ・プリウス インバータウォータポンプの補給部品形態      (掲載、一般提案受付順) 

  東京海上日動調査サービス株式会社   井  康介 様 

トヨタ・ヴォクシー ヘッドランプ内側保護テープ(スポンジ)個別補給設定  

       東京海上日動調査サービス株式会社      津田 昌宏 様 

 

 

 

日産・NV350 キャラバン スライドドアインナハンドル補修用クリップ等の設定 

       あいおいニッセイ同和損害調査株式会社  池田 正幸 様 

 

  

第２９回自研センター「一般提案」の結果報告 

佳 作 

改善提案賞 
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新型車情報 
 

 

スズキ アルト ターボＲＳ（HA36S 系） 

 

スズキ株式会社から 2015 年 3 月に発売された「アルト ターボＲＳ」の各部の地上高（単位 mm）で

す。ドアミラーは開いた状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記数値は、自研センターでの地上からの実測測定参考値(測定車輌はアルトターボＲＳ 2WD)です。 

＊はマフラ後端部を指す。 

 

四面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（指数部／浜田 利夫） 
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〈お詫びと訂正〉

自研センターニュース2017年6月号　
15頁下から8行目
誤：※LC500hはルーフガラスも高剛性接着剤が指定されている。
正：※LC500、LC500hはルーフガラスも高剛性接着剤が指定されている。
訂正しお詫び申し上げます。


